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研究キーワード 
オフショア、賃金格差、貿

易 

当年度計画に対す

る達成度 
4.当初の計画どおり研究が進まなかった 

関連する 

SDGs項目 
該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

Goto, Ma, and Takeuchi (2017) では、Grossman and Maggi (2000) を拡張し、国間で労働者の平均的な能

力レベルが異なることを許容して分析している。それにより、平均的な能力レベルの高い国は、タスク間の補

完性が強い産業の生産に特化するようになること、および、国間で賃金は均等化せず、オフショアの誘因が生

じることを示している。ただし、結果を得るために分布に強い仮定を課している。また、能力分布が財価格や

賃金、および厚生に与える影響の分析も十分ではないという課題がある。 

そこで、Goto, Ma, and Takeuchi (2021)では、労働者の能力分布の仮定を緩めて、より一般的な分布を許容

して分析を行っている。それでも、Goto, Ma, and Takeuchi (2017)の結果の多くを再現でき、また、能力分布

が財価格や賃金、および厚生に与える影響についてもより詳細な分析をしている。 

専門誌への掲載を目指して、いくつかの雑誌に投稿したが、掲載にいたっていない。現在は、専門誌への掲

載を目指して、さらなる改定と投稿先の選定をしているところである。 
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